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　灯台を学術的に捉えるアプローチは限られてお

り，その多くが建築学の観点からなされてきた．近

代灯台の研究として，藤岡洋保氏は「灯台の父」と

称されるリチャード・ヘンリー・ブラントンをはじ

めとした灯台技術者に焦点を当て，谷川竜一氏は東

アジアの近代建築史の中で，灯台を近代化と地域の

関係性から位置づけている．両者の共通点は，近代

灯台を建築遺産として捉える視点である．建築史に

おいて，近代から現代にかけての発展は，西洋建築

の導入と日本の伝統的様式の融合を経て，現在の在

来工法へと進展してきた．西洋建築は富国強兵政策

のもと積極的に導入されたが，日本の気候や生活様

式に適応し，独自の発展を遂げた．現代の日本の住

宅が洋室と和室を併せ持つように，建築史は単純な

移植ではなく，地域特性との融合による発展の過程

である．

　この流れを灯台に当てはめると，近代灯台の導入

がどのようなプロセスを経たのかが重要な問いとな

る．藤岡氏や谷川氏の研究が示すのは，灯台が単な

る西洋建築の移植ではなく，技術や材料が地域特性

と結びつき，独自の形へ変化していった点である．

近代灯台は，当初は西洋技術を忠実に取り入れた

が，次第に日本の環境に適応し，独自の建築様式を

確立した．さらに，近年では観光資源や文化遺産と

しての再評価が進み，灯台の新たな価値が模索され

ている．

　このように，近代灯台の導入プロセスを紐解くこ

とは，建築史の探究にとどまらず，現代における灯

台の役割や将来の展望を考える上でも重要である．

灯台は単なる航路標識から，地域文化の象徴や観光

資源としての価値を持つ存在へと変化しつつある．

この変化を理解するためにも，近代灯台の歴史的意

義を丁寧に分析し，その価値を明確にすることが求

められる．

　現在見ることができる灯台は，多様な形状や機

能，立地，建材を持つが，それには歴史的背景があ

る．石丸（2025）の「日本の灯台の価値を可視化

する建造物編」によると，灯台の発展は時間軸に

沿って分類される．

　「西洋灯台導入期（1869〜1876年）」では，日本

の開国後，ヨーロッパの技術が導入され，お雇い外

国人の指導のもと九州北部・瀬戸内海・関東を中心

に灯台が建設された．木造・煉瓦造・石造・鉄造・

混構造の5種類が用いられた．

　「日本主導整備期（1877〜1923年）」では，日本

人技術者が灯台建設を担い，日本海側や北海道へ建

設が進むとともに，耐火性・施工性に優れたコンク

リートの採用が始まった．

　「防災型創出期（1924〜1945年）」では，関東大

震災や戦争により多くの灯台が倒壊し，再建時には

ほぼコンクリート造が採用されたが，塩害対策や施
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工上の課題が多かった．

　「防災型の普及期（1946年〜）」では，戦後の再

整備により新設・建て替えともにコンクリート造が

標準化され，構造的多様性は減少したが，近年では

デザイン灯台の導入など新たな展開も見られる．

　この時間軸を基に，灯台の建材と構造の発展が明

らかになる．また，星野（2025）の「日本の灯台

の灯器（光源）の変遷」によると，灯台独自の技術

や建築意匠も分類可能である．しかし，これらの分

類だけでは説明しきれない要素もあり，次に日本の

海洋文化との関係性について考察する（図1）．

　古代から近世にかけて灯台的な役割を果た

した構造物を分析することで，近代灯台の形

成に日本の海洋文化が及ぼした影響を推測で

きる．石村（2025）の「海から見た牛窓の

景観－古墳・寺院・燈籠堂－や高野（2025）

の「北前船の航海を支えたランドマーク 〜

常夜灯・日和山・灯台〜」では，日本列島に

おける海洋文化の発展が示されている．日本

では旧石器時代から交流・交易や漁労が発展

し，航行の目印として燈籠堂や常夜灯が各地

に築かれた．これらの文化的背景は近代灯台の設置

にも影響を与えたと考えられる．

　「灯台の父」ブラントンは，D.&T. スティブンソ

ンの仕様書をそのまま使わず，日本の環境特性に適

応させて建設したことが阿瀬・藤岡（2003）の研

究で明らかにされている．これは西洋技術を導入し

ながらも，日本の風土や文化を取り入れた独自の灯

台建築の形成を示唆する．また，灯台建設は国の政

策だけでなく，地域のニーズに応じ自主的に進めら

れた例も多い．藤岡（2021）によると，北海道で

は冬季の航行が困難なため，国の整備を待たず

1888年から1893年にかけて道庁が負担し20基の灯

台を建設した．明治時代には出雲日御碕灯台など，

各地から帝国議会へ灯台設置の請願が提出され，灯

台が地域社会にとって不可欠なインフラと認識され

ていた．

　建材や工法の選択にも地域特性が反映されてい

る．石丸の研究によれば，フランス技師

フロラン監修の灯台はフランス積みや平

積み，ブラントンや日本人技師が建設し

た灯台はイギリス積みが採用された．ま

た，犬吠埼灯台や御前埼灯台には西洋に

は見られない二重殻構造が導入され，耐

震性向上が図られた．これらの点から，

近代灯台は西洋技術の導入にとどまら

ず，日本の気候や歴史に適応し発展した

ことが明らかである．和洋折衷の建造物

として各地に建設され，世界の技術と地

域の知識・文化が融合した，日本独自の

海洋文化の結晶といえる（図2）．

　地域で培われた要素は，どのような経緯で生まれ

たのか．本稿では，灯台の立地環境に着目し，地質

や地域の生態系，人々の暮らし，コミュニティの形

成との関連を考察する．詳細は栗原（2025）の「灯
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図1.林匡宏  世界とのつながり  2024 イラスト

図2.林匡宏  日本とのつながり  2024  イラスト
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台の足下から見える地球の記憶と地域の歴史との関

係性」や海津氏の「灯台と地域学」に詳しい．灯台

建設に影響を与えた要素として，日本が地震大国で

あり，多様な地質を有する点が指摘される．例え

ば，漁業は日本の地形的特徴と密接に関連し，急勾

配の河川を通じて陸域のミネラルが海に供給され，

豊かな藻場を形成した．これにより，魅力的な漁場

が生まれ，地域の生態系と暮らしのあり方が地形・

地質によって規定されてきた．また，この豊かな漁

場で得た海の恵みは，地域文化を醸成し，陸域や他

地域との交流・交易を促し，文化の多様性を育んで

きた．

　灯台の立地も，こうした地形的要因と密接に結び

ついている．例えば，千葉県銚子では，近世から観

光地として発展し，犬吠埼灯台の建設後は「磯めぐ

り」が盛んになった．地域の自然環境が観光と結び

つくことで，灯台は航路標識にとどまらず，地域の

ランドマークとしての機能を担っている．

以上のような背景を踏まえると，灯台は単なる西

洋建築の移入ではなく，地域特性を取り入れた和洋

折衷，さらには地洋融合の建造物といえる．ローカ

ルを深く探ることで，地球規模の特性に行き着くの

である（図3）．

　現代社会は，「Post-Territorial Society（ポスト領

域社会）」へ移行しつつある．IT 技術の発展により

物理的な土地の制約が軽減され，宇宙空間を含む新

たな空間が都市の延長として機能し始めている．

ジョン・アーリ（2022）は，物理的移動のみなら

ず精神的移動を含めた「移動」の概念を強調し，社

会科学の発展の重要性を指摘している．

　都市計画論では，産業革命により都市構造が変革

し，機能主義が導入されたことで，工場や住居の密

集による公害問題が発生した．これに対処するた

め，公衆衛生の概念が確立され，さらに蒸気機関車

の普及により「footloose urbanism」が進展し，ガー

デンシティ論やニュータウン建設が展開された．近

年では航空・宇宙技術の発展により，移動手段と空

間利用の拡張が進み，さらなる「フットルース化」

が進行している．そして現代の都市計画は，成長拡

大型からコンパクトシティ論やタクティカル・アー

バニズムといった新たな戦略的アプローチへ移行し

つつある．ポストモダニズムを経て，グローバル化

の進展とともに地域社会の再構築が求められ，「グ

ローカル」の重要性がますます高まっている．ポス

トポストモダニズムと呼ばれる新たな都市・社会構

造が問われる時代に突入したといえる．

灯台の意義について，藤岡（2021）は，灯台は単

なる構造物ではなく，列強の影響や地域の自

立的発展の意志が反映されたものと指摘する．

また，西洋技術の導入過程を理解する上でも

重要であり，資材調達や立地，技術者の工夫

など多くの要素が関わっている．GPS の普及

で航路標識としての役割は薄れつつあるが，

文化資産としての価値が高まり，保存と地域

振興への活用が求められている．

　本稿の視点から言い換えると，灯台は地域

や人々がポストポストモダニズムを考える上

で基軸となるナラティブを蓄積したメモリー

装置である．そして，これからの社会を展望するた

めの指針を示す存在ともなり得る．灯台には，航路

標識としての機能にとどまらず，ランドマーク，教

育，観光，防災など多様な価値が見出せる．今後の

人と海の関係を持続可能なものとするためにも，灯

台のナラティブに着目し，未来の地域や社会のあり

方を探究することが重要である．
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日本の灯台の
灯器（光源）の変遷

星野 宏和 -Hirokazu  HOSHINO-　（伏木海上保安部）

フレネル式レンズ,石油灯器,アセチレンガス灯器,メタルハライドランプ,LEDキーワード

　明治2年1月1日（1869年2月11日），日本最初の洋式

灯台「観音埼灯台」が点灯を開始した．灯器はフレ

ネル式三重心火口が取り付けられ，燃焼油は日本産

の菜種油が採用された．灯台の建設と灯器の取り付

けは，フランス土木局燈台部から横須賀製鉄所に派

遣されたルイ・フェリックス・フロランが監督した．

次の野島埼灯台も彼が監督し，菜種油を使用したフ

レネル式四重心火口が取り付けられた（図1左）．日

本の灯台はその後，英国の灯台技師 T. スチーブン

ソンに教育を受けたリチャード・ヘンリー・ブラン

トンが手掛けた．彼の最初期の7基の灯台には，反射

鏡付属のアルガンド式単心火口が取り付けられ，燃

焼油は清国産の落花生油が採用された（図1右）．日

本最初期の灯器は燃焼油が植物油であった点は共通

するが，ブラントンの灯台は日本の地震を考慮したス

チーブンソンの提案により，フレネルレンズ登場前の

旧式の灯器が取り付けられていた．

　1872（明治5）年に燈台寮は，燃焼効率がよく光

力が強い石油を使用するドテー式火口の採用を決

め，新設の4等級以上の灯台に取り付けられ , 各地

の植物油の火口も順次交換された（図2左・中央）．

英国トリニティーハウスがドテー式火口の代わりに

採用したダグラス式火口（石油使用）も，1876（明

治9）年に尻屋埼灯台に三重心火口，1899（明治

32）年に室戸岬灯台に最大級の六重心火口が取り

付けられた（図2右）．5等級以下の灯台や当時灯竿

と称した灯柱には，種油使用のシルベル式単心火口

や石炭ガス加工が採用された．

　1889（明治22）年，関門海峡の無看守の鳴瀬立

標に昼夜点灯したまま1 ～ 2週間持続できたリンド

ベルグ式揮発油持久灯火口が取り付けられた（図3

左）．揮発油を受熱器で気化させ火口に導き燃焼さ

せるもので，引火事故が相次いだため，航路標識管

理所の石橋絢彦技師が，灯心（木綿）に不燃性の石

綿を含ませた石綿灯心火口を考案し，鳴瀬灯標ほか

各地の無看守灯台に取り付けられた．その後も無看
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図1. フレネル式四重心火口（左）とアルガンド式単心火口（右）

図2. ドテー式四重心火口（左・中央）とダグラス式六重心火口（右）
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